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発表先 石川県政記者クラブ

平成２５年３月１５日

発表を持って解禁扱い

国道４７０号 能越自動車道 七尾氷見道路 七尾城山IC～七尾大泊IC間

平成２５年３月２４日（日）午後３時に開通

金沢河川国道事務所では、能越自動車道七尾氷見道路の整備をしています。

このうち、七尾城山IC(七尾市矢田町地先)～七尾大泊IC(七尾市大泊町地先)間
約９.３㎞の開通を、３月２４日（日）午後３時とします。

なお、七尾氷見道路の石川県区間で初の開通であり、無料で通行することがで
きます。

ななお じょうやま ななお おおとまり

※七尾氷見道路の整備効果などに
ついては、３ページ以降の参考
資料をご覧下さい。
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お 問 い 合 わ せ 先

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 調査第二課長 大下 陽一
電話：076-264-9912（直通） ＦＡＸ：076-233-9631



新たに通行可能となる経路のご案内

○通行可能となる日時：平成25年3月24日（日）午後３時～

●七尾城山ＩＣ拡大図

●七尾大泊ＩＣ拡大図
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至 金沢 ※能越道七尾方面へは通行出来ません。

※能越道富山方面へは通行出来ません。
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■能越自動車道の事業計画概要

■七尾氷見道路の事業効果

国道４７０号能越自動車道 七尾氷見道路の概要

七尾氷見道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進めている「能
越自動車道（石川県輪島市～富山県砺波市･延長約100km）」のうち、石川県七尾市～富山県
氷見市間の延長28.1kmの道路です。

国道160 号は物流や人々の移動等の社会経済活動に重要な役割を果たしていますが、雨量規
制や土砂崩壊による通行止めが発生するたびに、こうした活動に支障をきたしてきました。
七尾氷見道路の整備は、国道160 号の代替機能を確保し、災害に強い安全で信頼性の高い快

適な道路ネットワークが形成されることにより、地域間の交流促進が期待されます。
七尾氷見道路全線が整備されることにより、七尾市から氷見市までの所要時間が約40分短縮

される見込みです。また、平成２６年度に開業予定の北陸新幹線を利用する能登地域への観光
客などの利便性向上が期待されます。

【参考資料１】

■標準横断図 一般部

トンネル部橋梁部

■七尾氷見道路の諸元

路 線 名：国道470号
起点終点：石川県七尾市八幡

～富山県氷見市大野
延 長：28.1km
車 線 数：暫定２車線
構造規格：第１種第３級 80km/h

七尾氷見道路 L=28.1km

H25.3 開通区間
L=9.3km

（石川県側：13.6km 富山県側：14.5km）

【凡 例】

：今回の開通区間及びｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ：今回の開通区間及びｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ
：開通済みの区間及びｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ
：整備中の区間及びｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

七尾氷見道路詳細図
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七尾氷見道路の事業効果について

効果① 災害発生時等の代替ルートが形成されます!!

【現状と課題】 【期待される整備効果】

国道160号で通行規制が発生しても、七尾氷見道
路が代替ルートとして活用され、緊急時における
周辺地域の安全性が向上します。

効果② 南大呑地区の救命救急活動に寄与することが期待されます!!

【現状と課題】

分搬送エリア外であります。
七尾市南大呑地区は、第三次救急医療機関である
公立能登総合病院の30分搬送エリア外であります。
また、事前通行規制区間のある国道160号を利用
するなど、迅速な救命救急活動が困難です。

【期待される整備効果】

七尾氷見道路の開通により、事前通行規制区間の
通行を回避出来ると伴に、公立能登総合病院まで
の搬送時間が約11分短縮することが見込まれ、
迅速な救命救急活動に寄与します。

七尾氷見道路と並行する国道160号では、連続
雨量や越波によって通行規制が発生（年平均約
２回）していますが、周辺には代替となる路線
がありません。
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写真①：越波による冠水
（国道160号七尾市佐々波町地先）

写真②：法面からの土砂崩壊
（国道160号七尾市庵町地先）

平成23年1月には
法面崩壊による土
砂が道路を塞ぎ、
約1日間の全面通
行止めが発生!!
（庵町地内）

全面通行止め
３５回

片側交互通行
１２回

249

計４７回

■並行路線である国道160号七尾市大田町～大泊間

における通行規制実績（過去２５年間）

■南大呑地区～公立能登総合病院間の所要時間

【七尾鹿島広域圏事務組合消防本部】

※H42年将来推計値を用いて算出

約11分短縮
（－36％）

■救急患者搬送者の声
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現在、南大呑地区から七尾市内の病院へ救
急搬送する場合は国道１６０号を利用して
いますが、七尾氷見道路の整備により多く
の搬送が当該道路へ転換すると予想されま
す。

南大呑地区
みなみおおのみ

公立能登総合病院
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【参考資料２】



効果⑤ 観光地へのアクセスが向上します!!

効果③ 安全な走行環境が確保されます!!

【現状と課題】

七尾氷見道路に並行する国道160号では、死傷事
故が多発しています。

【期待される整備効果】

国道160号の交通が七尾氷見道路に転換し、国道
160号の交通量が減少することで、死傷事故件数
の削減が期待できます。

効果④ 物流効率化が期待されます!!

【期待される整備効果】

七尾港は、エネルギー確保や木材等の流通の拠点と
なっている重要港湾です。七尾氷見道路の開通によ
り、七尾港をはじめとした物流の効率化や地域経済
の活性化が期待されます。

【現状】 【期待される整備効果】

和倉温泉

観光入込客数:92.1万人

能登食祭市場

観光入込客数:74.1万人

観光入込客数47.4万人

のとじま水族館

観光入込客数15.0万人

青柏祭

※出典：統計からみた石川県の観光（平成23年度版）
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■七尾市の主要な観光施設
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七尾港の取扱貨物量は、S50年からH23年までに
121万トンから392万トンに大幅増(3.2倍)

七尾大田火力発電所
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※出典：H23七尾港統計年報
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能登地域には優れた里山景観のほか、伝統的な文
化や技術が多く残っており、平成23年世界農業
遺産「能登の里山里海」の認定により、国内だけ
でなく世界からも多くの注目を集めています。

◆世界農業遺産とは
「世界重要農業資産システム：GIAHS」の略称で、後世に残す
べき生物多様性を保全している農業上の土地利用方式や景観に
ついて、国連食糧農業機関（FAO）が認定。
日本では、能登地域と佐渡市の２地域のみが登録されている。

富山県

石川県

富山県

石川県

七尾氷見道路の開通により、富山方面から能登方面の観
光地へのアクセス性が向上し、H25年3月末より無料化
となる「能登有料道路」との連携で、H26年度に開業
予定の北陸新幹線を利用する能登地域への観光客などの
利便性も向上し、より一層の観光客数の増加と地域活性
化に寄与することが期待されます。

【参考資料３】


